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令和元年度第１回松本市・山形村・朝日村中学校組合総合教育会議議事録 

 

 令和元年度第１回松本市・山形村・朝日村中学校組合総合教育会議が令和元年１２月２５日

午後３時松本市役所第一応接室に招集された。 
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４ 懇談項目 

「地域づくりと若者の育成について」 
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 総合教育会議 

───────────────────────────────────────── 

◎懇談項目 

○事務局次長（小林伸一君） 皆さん、こんにちは。 

  定刻より若干早いですが、ただいまから令和元年度第１回松本市・山形村・朝日村中学校

組合総合教育会議を開催いたします。 

  議事に入りますまでの間、私、事務局次長の小林でございますが、本日の進行を努めさせ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

  なお、本日の会議は公開とし、お手元の次第により進行いたしますので、お願いいたしま

す。 

  最初に、この会議を主催する菅谷管理者からご挨拶をお願いいたします。 

○管理者（菅谷 昭君） お疲れさまでございます。菅谷でございます。 

  今年も残すところあとわずかになりましたが、仕事納めを控え何かとお忙しい中、教育長

並びに教育委員の皆様にご出席をいただき、誠にありがとうございます。 

  皆様方には、日頃から当組合の教育行政の推進に大変なご尽力を賜っておりますことに対

しまして、重ねて感謝を申し上げます。 

  さて、この総合教育会議につきましては、地方教育行政法に基づき、首長と教育委員会が

相互に連携を図り、教育に関する重要な課題について検討するものとして設置されたもので

ございます。 

  本日は、「地域づくりと若者の育成について」を懇談項目に掲げて意見交換を図りたいと

思います。 

  暴れ馬のごとく、ますます進展するグローバル化、また情報化に加えまして、ＡＩの飛躍

的な発達などによりまして、社会構造の変化が非常に加速しているところでございます。こ

うした中、これからの子供たちには、単に知識を得るだけではなく、答えのない課題に対し、

多様な他者と協働しながら目的に応じた納得のいく解決策を見出す力など、新しい時代を生

きていくために必要な資質、そして能力を身につけることが求められております。 

  また、地域では超少子・高齢型の人口減少社会が進展する中で、人間関係の希薄化や地域

活動への無関心、また担い手不足など、地域コミュニティーの存続が厳しい状況にあります。 

  こうした状況を踏まえまして、本日は鉢盛中学校コミュニティスクールの取組みを切り口

にいたしまして、これからの地域づくりと若者の育成について考えていきたいと思います。

そして、この会議を通じまして、教育委員の皆様方と共通の理解や相互の連携を深め、鉢盛

中学校の教育のさらなる充実に向けて取り組んでまいりたいと思いますので、本日はどうぞ

よろしくお願いいたします。 

○事務局次長（小林伸一君） ありがとうございました。 

  引き続きまして、赤羽教育長からご挨拶をお願いいたします。 



○教育長（赤羽郁夫君） 改めまして、こんにちは。 

  令和元年度第１回松本市・山形村・朝日村中学校組合総合教育会議の開催にあたりまして、

教育委員会を代表して一言ご挨拶を申し上げます。 

  昨年のこの総合教育会議では、発達障害の支援をテーマにいたしまして、信州大学の本田

秀夫先生のお話をお伺いし、発達障害児への理解と今後の支援などについて大変有意義な意

見交換をすることができました。 

  本年度は、先ほどの菅谷管理者のお話がありましたけれども、「地域づくりと若者の育成

について」を懇談項目といたしまして、これからを生きる子供たちに育てたい力や持続可能

な地域づくりなどについて意見交換をしたいと思います。 

  鉢盛中学校では、地域とともにある学校づくりを目指し、平成30年度からコミュニティス

クール統括コーディネーターを配置いたしました。コミュニティスクールでは、地域の大人

が子供たちに関わることによりまして、地域の絆の深まりや活性化、子供たちの自己肯定感

の高まりなどが、そのような効果が期待をされているところであります。 

  本日は、藤田校長先生と市岡コーディネーターにもご出席をいただいておりますので、鉢

盛中学校の取組みの現状や課題などをお聞きし、地域づくりと若者の育成について議論を深

めていけたらと考えております。 

  終わりに、先ほど管理者のご挨拶にありましたように、首長と教育委員会との相互理解、

連携が深まる、そこがこの会議の一番の目的でございますので、よろしくお願いをしたいと

思います。 

  教育委員会といたしましても、１市２村の様々な立場から、日々の活動をもとに意見を交

わし、今後の取組みにつながる機会になればと願っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○事務局次長（小林伸一君） ありがとうございました。 

  それでは、本年度初めての総合教育会議となりますので、改めて出席委員の皆さんに自己

紹介をお願いしたいと思います。 

  お手元の出席者名簿がございますので、その名簿の順に沿って百瀬委員さんからお願いし

たいと思います。 

○教育長職務代理者（百瀬司郎君） 改めまして、こんにちは。教育長職務代理の朝日村教育

長の百瀬司郎と申します。よろしくお願いします。 

○教育委員（上條利春君） 朝日村の教育長職務代理をやっております上條利春です。よろし

くお願いします。朝日村の子育て支援センターわくわく館の館長もやらせていただいており

ます。よろしくお願いします。 

○教育委員（根橋範男君） 山形村教育長の根橋範男と申します。よろしくお願いします。 

○教育委員（清澤あゆみ君） こんにちは。朝日村の教育委員の清澤あゆみと申します。鉢盛

中学校では、中学３年生で子供がお世話になっております。よろしくお願いします。 



○事務局次長（小林伸一君） ありがとうございました。 

  それでは、これより議事に入ります。 

  議事の進行につきましては、菅谷管理者にお願いいたします。 

○管理者（菅谷 昭君） それでは、私のほうで議事進行を務めたいと思います。よろしくお

願いします。着座のままで失礼いたします。 

  本日の懇談項目は、先ほど申し上げておりますけれども、「地域づくりと若者の育成につ

いて」でございます。 

  それでは、意見交換に当たりまして、まず初めに、藤田鉢盛中学校長先生から鉢盛中学校

の取組課題についてお話をお願いいたします。 

○学校長（藤田克彦君） 改めてこんにちは。鉢盛中学校校長の藤田克彦と申します。よろし

くお願いいたします。 

  では、最初に話題提供ということで、これから15分ほどお時間をいただいて報告発表させ

ていただきます。よろしくお願いいたします。 

  では、着座にて失礼します。 

  事前にお配りをしました資料４ページでございますが、それをもとに発表をさせていただ

きます。 

  私は、昨年度より鉢盛中学校にお世話になっております。その前３年間は、筑摩野中学校

でお世話になっておりました。本日は、まず前任校での実践に少し触れながら、鉢盛中学校

での思いや構想等について発表させていただきたいと思います。 

  前任校の筑摩野中学校は、生徒数800名を超える大規模校でございましたが、やはり同市

内中学共通のこととして、中学校と地域のつながりというものが非常に薄く、弱い、そうい

う状況でございました。筑摩野中学校には、寿地区と芳川地区、この２つの地区があるわけ

ですけれども、特に寿小学校では文部科学大臣賞を受賞するなど、とても多彩なコミュニテ

ィスクールの取組みをしていますが、中学校では地域とのつながりが非常に薄いという状況

でございました。 

  私は平成27年度に前校に就任しましたが、その前に、県や市全体の動きの中で、信州型コ

ミュニティスクール設置100％を数年間で目指すという流れがありまして、その流れの中で

コミュニティスクールとして動き出しました。そこでは、地域の方に中学校の支援に入って

いただくというよりは、中学生が地域に出ていこうというコンセプトでスタートいたしまし

た。地域の方への願いは、地域の中に学びの場を設定していただいて、地域の皆様にそのよ

うな機会を設けていこうというのが狙いで１年目をスタートしました。初めてのことでした

ので、地域の理解を得るために、公民館長さん、町会長さんのところへ出向いて趣旨や学校

の願いや理念を共有しながら進めていったわけです。当初は、「地域で中学生を育てろとい

うことか」「こっちに任せろということか」など、なかなか理解を得るのが難しい状況があ

りましたので、地域からいただいた機会は、もうこれは何が何でも応えようというところか



らスタートをして、部活動ごとに練習の時間をいただき、地域行事に参加をしていただきま

した。 

  中ほどに１年間の活動実績があるわけですけれども、両地区からは、計16回、中学生にこ

ういうところに参加していただきたいとお声掛けをいただきました。そのうち10回が運動会

や文化祭といった地域行事であり、５つが町会行事、あと１つが施設の行事というようなと

ころでした。 

  １年間の活動を終えたところで、特に地域の変化を感じたわけです。地域の声として、子

供たちの頑張りが地域住民の励みになっているとか、見えなかった中学生の姿が見えるよう

になったとか、また中学生は当てにできないと言っていた地域も、いまは中学生が大事な地

域の担い手だという意見に変容したのが１年目の変化でありました。 

  その後、２年目、３年目と実践をしていくわけですけれども、この地域の変容が子供たち

に大きく関わっていて、資料の２年目の実績を見ていただくとわかりますけれども、活動の

回数が16回から倍増したということは、地域への認知が高まってきたことかなと思いました。

それから、活動形態として、今まで部活動に頼んでいたものを、全体に募集することによっ

て自分から参加してくれるという子供が36人から１年間で約10倍、300人を超えるようにな

ったということがあるわけです。振り返ってみると、生徒の意識の高まりは、一度体験した

ことによって、次に自分から参加する子供がリピーターになって、３年生が地域での中学生

の役割を自覚したということと、もう一つは友人の姿を見て活動への参加が広がっていった

ということが見てとれました。 

  ３年目には、ボランティアへの参加にさらなる広がりがあって、松本マラソンで80人の生

徒の参加を頼むと言われたときに、４月の時点で80人の生徒が手を挙げて定員に達しました

し、そこに保護者も一緒に参加することができたことも大きな成果でした。また、ある年に

は、カンロ飴の近くで火事があって、そこに消防団がみんな結集をしてしまった。その中で、

地域の運動会に参加予定だった消防団員分を中学生が補ったということもありました。また、

各町会の防災訓練でも、中学生のためにいろいろやってくださることで、地域とともに地域

づくりしていくというところが年々高まってきたかなということを感じていました。 

  そのような３年間のコミュニティスクールによって、中学生を中心にした地域との連携が

いい形で構築できたのかなと思っております。それとともに、地域に飛び込んでいく中で、

中学生が育ち、それを当てにしてくれる地域によって、中学生を育てていただいているとい

うようなことを実感しました。そこで感じたことは、資料の中程にありますが、中学生にと

って保護者、家族、また学校の先生といった必然的に触れ合う大人以外の存在や関わりが大

きいなということです。ただ、現代においては、日常にこのような機会がなかなかないので、

このコミュニティスクールのような機会を設定しながら場づくりをしていく必要はあるなと

いうことを３年間の実践を通して感じました。 

  昨年度、鉢盛中学校に赴任をさせていただいて、そのような手応えを鉢盛中学校の中では



どのようなことができそうかなということで、１年半ほど取り組んでまいりましたが、昨年

度はコミュニティスクール鉢盛モデルの立ち上げということで、組合教育委員会でコミュニ

ティスクール統括コーディネーターを配置していただきました。この職員の配置が物すごく

重要でありがたいということで、統括コーディネーターには今ある活動をスムーズにいくた

めに、地域ボランティアとの連携調整をしていただき、これから進めていくために３地区の

コーディネーターとの調整役として活躍していただきました。 

  初年度は、４月30日に、朝日村の新庁舎竣工記念式典で、中学生に校歌を歌ってほしいと

いう話がございまして、これはいいチャンスだなと思って、村長さんの思いとか地域の願い

をぜひ子供たちに伝えたいなということで、放課後朝日の子供たちに体育館へ集まってもら

って話をさせてもらいました。ただ、参加の強制はしないということだったのですが、結果

として当日行ってみたら、108名中90数名が当日来て校歌を歌い上げました。そのときに、

本当に当時の中村村長さんが、こんなに本当に来てくれるとは期待していなかったというこ

とをおっしゃってくれて、その思いは当日いた子供たちにも伝えました。私は、子供たちの

潜在意識の中には、地域に応えようというものはあるんだなということを感じました。また、

なぜこれだけできたかという大きな理由の一つとして、実はこの朝日村の新庁舎竣工記念式

典が学校の年間計画に位置づけられていましたので、部活動も午前中で切り上げて、子供た

ちも式典に参加しやすい環境が整えられたのだと思います。そこで、職員への周知や理解、

協力を上手にとっていけば今後の可能性もあるなと感じました。 

  実際、まずいまあるところから進めようということで、いろいろなボランティアの活動に

ついて、市岡さん中心にコーディネートしてもらいながら進めていきました。大きな成果と

しては、学校農園の管理運営、活用というところです。これは今までの鉢盛中の課題の一つ

でしたが、ボランティアの皆さんによってとても充実しました。ただ、農園がボランティア

で充実しても、これをどうやって教育に活かしていくかというところの課題があったわけで

すが、そこでコーディネーターの市岡さんが大活躍をしてくださり、外のコーディネートだ

けじゃなくて、今度は校内のコーディネートをして、特別支援学級の先生や家庭科の先生、

生徒会活動にも声をかけていただき、可能な活動を引き出していき、そして特別支援学級の

ふれあい教育展での野菜の販売活動などにつなげていってくれました。 

  そういうところで、ボランティアと子供が関わってきて、１年目を終えたところで、学校

ボランティアの皆さんの献身的な支えのもとで、安心・安全の環境整備が図れたんだけれど

も、やはり生徒との直接の関わりが少なかったということで、何とか双方向の活動にしたい

と願ったのが１年目であります。その思いを２月の運営委員会で伝えて、来年は何とか中学

生が地域へという方法を考えたいと２年目をスタートしました。 

  そこで、松本版信州型コミュニティスクール鉢盛モデルって名称もすごく長いので、「Ｃ

Ｓはちもり」という通称にして、中学生が地域へ出ることを新たなアクションとしてグラン

ドデザインにも位置づけました。そして４ページ、本年度のアクションの１つとして、この



コミュニティスクールを双方向の活動にするためにＰＴＡを巻き込んでいく。そういう方向

を生徒やＰＴＡに対して年度当初に発信して動き出しました。 

  具体的に、中学生が地域へというアクションをするために、ここでコーディネーターに活

躍をしていただきました。３地区を回って、中学生にできそうな活動、または中学生にして

ほしい活動の情報を集めていただいて、第１段階でまとめたのが３ページの下の表です。そ

して、それを５月の運営委員会にかけました。ただ、このままでは動かないので、学校と３

地区の地域コーディネーターで、今後の進め方を共有し、具体化するために６月に懇談を開

催しました。ありがたいことに、ここで地域からこんなのをもっとやったほうがうまくいく

のではないかというご助言をいただきました。 

  そして、各地域から具体的な募集をしてもらい、学校で生徒に広報、募集、取りまとめを

投げかけて動き出しました。その第１弾が、「夏休み子どもひろばを一緒に企画しよう！」

ということで、１年生女子がこれに手を挙げて、この写真にあるような会議に参加をしてく

れました。 

  第２弾は、実際にこの夏休み子どもひろばの運営スタッフで、８人の生徒が登録をして、

５日間で延べ23名分だったんですが、これが夏休みを終えた後、生徒に話をした写真になり

ます。この中の３年生は、自分たちがお世話になった子どもひろばでスタッフ募集のチラシ

を見てやろうと思った。３日間参加して、大変なこともあったけれども、一緒に活動できて

楽しかった。川遊びのときに、スタッフが、皆さんが来てくれるからこの活動もできるんだ、

本当にありがとう、ということを言ってもらってうれしかったし、やってよかった、という

ことを言っていました。１年の女子は、去年まで自分が参加する立場だったけれども、自分

が小さい子供たちと一緒に遊ぶのが大好きだったのでやってみたいと思った、また来年もや

りたいと、そういう感想を言ってくれました。 

  今年度、実は私が一番期待していたのは、山形村の運動会なんです。これは10月12日、13

日の台風19号で中止になってしまったんですが、実は運営スタッフをやってくれると言った

のはたったの２人だけだったんです。それでも、当日は、陸上部はぜひ活躍してほしいと伝

えていましたので、この２人とリレーで活躍する陸上部の子たちの姿を見た他の生徒が絶対

触発されるなという期待をしていたんです。それが中止にされたのは残念だなと思っていま

すが、ただ、ここまで活動して、資料の白丸３つあるような方向は少なからず動き出しがで

きたかなと思いました。これが地域と少しでも共有できてきているかなと思っています。 

  また、課題の解決に向けて、年度内に各地区に意向調査をとって、主な地域行事を学校の

年間計画に位置づけて示していくというのが生徒の意識化がつながるのかなと考えました。

それから、もう一つは、３つの地区で実態も実情も違うので、足並みを揃えるんじゃなくて、

それぞれの地区に応じた柔軟な活動で実りのある活動を進めていきたいと思っています。学

校としては、そんな方向で動いていきたいと思っていますので、今日はそれぞれの地区の皆

様方からまた双方向のご意見をいただきながら先が見えればいいなと思っています。一番は、



無理をしないでできることを積み重ねて少しずつ進めていきたいということです。そのため

に本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○管理者（菅谷 昭君） ありがとうございました。 

  今、先生のほうからお話ありましたけれども、市岡さん、何かお話してもらっていいです

か。もしあれなら、補完するようなこと何かあればどうぞ。 

○コミュニティスクール統括コーディネーター（市岡章子君） コミュニティスクール統括コ

ーディネーターの市岡章子と申します。今年度で２年目になりますが、よろしくお願いいた

します。着座にて失礼させていただきます。 

  今回、コミュニティスクールを立ち上げるに当たって課題になったのが、地域コーディネ

ーターからも一番最初に言われたことですが、どうしても組合立という状況がお願いしづら

い環境にあるということでした。なので、これをまず変えなければいけないなと思いまして、

まずはやっぱり学校の中からお願いできる環境をつくるということをやりました。職員にコ

ミュニティスクールの活動を知ってもらうために、職員会や職員朝会等で活動を行っている

ことを報告し、また校長からは生徒、ＰＴＡに校長講話等の話で活動の内容を示していただ

いているということで、学校の中から、コミュニティスクールを進めているということを知

ってもらうということから始めています。 

  その中で、今回２年目ということで、先ほども校長先生がおっしゃっていたとおり、地域

の活動に中学生が出ていける環境づくりを今つくっている最中で、まだまだ少ない実績です

けれども、これから少しずつ広げられればいいなと思ってはおります。 

  以上です。 

○管理者（菅谷 昭君） ありがとうございました。 

  ただいま鉢盛中学校長の藤田先生からは、筑摩野中からスタートして、そしていま鉢盛中

のこともご紹介いただきました。市岡さんからも今年１年の振り返りをしていただいたわけ

ですが、そこで改めまして、これを１つの話のたたき台にしながら今日の話題にさせていた

だきたいと思っております。委員の皆さんにまずご発言いただきたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  こちらから指名いたしますので、まず根橋委員さん。 

○教育委員（根橋範男君） 日頃、思っていることを述べさせていただきます。 

  地域を担う人材の育成って、子供たちの社会力を育てていくことが大切かなと思っていま

す。その社会力ってどんな力かといいますと、地域の課題を主体的に捉えて、地域の人たち

と協働してより多くの課題を解決していける力、いわば生きる力と言われているような力を

社会力と言うんだろうなと考えています。こうした力の育成には、先ほど藤田校長先生が言

われたように、子供たちの自尊感情の育成ということがとても大事なことかなと思います。

そして、その自尊感情を育成していくためには、子供たちが社会に貢献しているという喜び



を実感できる機会というものを地域社会の中に積極的につくっていくことが必要なことと考

えています。こうした教育的な考え方ではなくて、地域の活性化にとって中学生の力を活用

したいと考えているその地域側からの願いもありますので、ぜひその中学生の能力の高さを

地域づくりに生かしていくようなことができればいいなと思っています。そういう意味で、

学校と地域が連携して生徒を育てる信州型コミュニティスクール鉢盛モデルの役割というの

がますます大きくなるのかなと考えています。 

  それでは、地域側から見た現状と課題を述べさせていただきます。 

  先ほど言いましたように、中学生の力を地域づくりに活用したいんだけれども、募集して

も中学生に参加してもらえないとのことです。その理由として、多分お願いする内容が不明

確なのかなと思います。参加してもいいかな、という動機に直接つながるような狙いや目当

てみたいなものを明確にして募集をしていくという地域側からの仕掛けが１つは必要なのか

なと思います。 

  それから、もう一つは、小さい頃から地域の中で対話の体験を積む機会をたくさんつくっ

ておかないと、子供たちが中学生になって、こういう事業に参加してねといっても、経験が

ないものですから、やっぱり地域はいっぱい思い出づくりを子供たちが小さいときからして

おくことが大事なのかなと思っています。 

  それから、中学生の力を発揮してもらいたいと考える事業が、地域側から明確に示されて

いない。それは、中学生の能力がどこにあって、どんなことができるのかということがなか

なか地域の中で考えられていないということがあると思います。実は、その中学生の力って

とても高いものがあるものですから、そういうものをつくって地域から学校側に発信してい

くというのが大事かなと思います。 

  それから、今の話とつながるんですが、中学生が地域づくりに活躍している場面というも

のが地域に還元されてない。知る機会が地域の中にないということが結構あるのかなと思い

ます。いろいろな活動に参加している中学生の場面というのを評価して地域の人たちにわか

ってもらうような仕掛けとかが必要になってくるのかなと思います。適正な評価と、それを

見て中学生すごいなと思う住民の感動を呼ぶような仕組みが必要なのかな、ＰＲが必要かな

というふうに思っています。 

  実は、自分は個人的に中学生にぜひ演劇を地域の中でやってほしいなと思っています。と

いうのは、昔、青年団があって、昭和44年に日本青年会館というところで、長野県代表で山

形村の青年団がとても苦労して黒川堰で水を引いたという話を上演したようです。山形村の

青年団が長野県代表で発表、上演をしたようなんですが、それをぜひもう一回復刻したいと

いうことで、去年が明治150年ですから、村内、村外に募集をしましたけれども、４人しか

手を挙げてくれなくて、つくり上げることができませんでした。黒川堰でなくてもいいんで

すが、地域課題を演劇にして地域の中で上演してくれるようなことを中学生にぜひやってほ

しいなと個人的には思っていましたけれども、言い出しにくくて今まで言えてなかったので、



ぜひまた相談させていただきたいと思います。それをやったら、また熱い思いの人たちが生

まれて演劇集団つくってくれて、地域の中で若い人たちの活動がまた展開できる機会となる

のかななんて思っています。そういう意味でも、中学生の無限大の力というのを地域の中に

生かしたいなと思っています。そんな今思っていることを述べさせていただきました。 

○管理者（菅谷 昭君） ありがとうございました。ご提案でございました。 

  それでは、次に清澤委員さん、思ったところをお願いします。 

○教育委員（清澤あゆみ君） 私は保護者の立場でもあるので、子供たちが地域とどういう接

点を今持っているかなと考えてみたんですけれども、先ほど校長先生からお話もありました

けれども、朝日村の新庁舎のときには本当に大勢の子供たちが集まってくれて、みんな本当

に感動していました。私の息子もやっぱり部活動を早く切り上げてきて参加していました。

校歌についても、白峰祭のときには聞くんですが、そのときとはまた違った良さがあって、

そのときの成果が本当に発揮されていて感動しました。 

  あと、朝日村の文化祭や大博覧会のときに、合唱部の子たちが歌ってくれるんですけれど

も、やっぱり子供たちが来ると親御さんも来てくれますし、来場者数が少なくなってきてい

るそういうイベントに子供たちが出てくれることによって、その家族も見に来てくれるとい

うのがあるので、ぜひそこもお願いできたらいいかなと思っています。 

  あと、朝日村には朝日太鼓があるんですけれども、白峰タイムの時間に、太鼓を習いたい

なと思う３年生の子たちが朝日村の体育館に来て地域の方に太鼓を教わっていて、何回か練

習を重ねて白峰祭で披露してくれるんです。朝日大鼓ももっと大勢の人に継承していけたら

いいかなと思うんですけれども、やっぱり人数が少なくなっている現状もあるので、山形や

今井の子にも、朝日太鼓に触れていただいて、地域の人が教えてくれて発表までこぎつけて

くれるので、それもすごくありがたいことだなと思っています。 

  あと、子供たちは摘果作業に行くんですけれども、これも暑い時期なので熱中症の心配が

あるんですが、農家の方たちもご苦労をすごくしてくださって、とてもいい経験をさせても

らっていると思います。この作業も根気が要ることだし、嫌だなと思う子たちもいると思う

んですけれども、ぜひ続けていってほしいなと思います。職場体験でもそうですけれども、

受け入れてくれる側があるので子供たちも行き場所があるというところです。これからもい

ろいろな経験をさせてもらえたらと思います。 

  あと、核家族の家庭が多い今の状況の中で、施設に出向いて、おじいちゃんやおばあちゃ

んと交流をさせていただいているのも、とてもいい機会だなと思っていまして、今後も進め

てもらえたらいいなと思います。 

  ＣＳというところでうまく結びついていくかというのはわからないんですけれども、ＰＴ

Ａ総会のときとか校長先生も発信してくださっていますけれども、総会に出ることができな

い親御さんとかも結構いらっしゃるかと思うので、例えば参観日とか文化祭のときでもいい

ですから、保護者だけでなく地域の方にも発信していただけましたら、ＣＳの存在を知らな



い方にも、もっと知ってもらえるんじゃないかなと考えています。 

  また、朝日村のイベントで中学生の姿を見ることが余りないかなというところなんですよ

ね。やっぱり部活動の大会があったりするとそちらが優先になってなかなか来れません。小

学生まではみんな来ているんですけれども、中学校に行った途端に足が遠のいてしまってい

る。部活動も、運動部の子たちだけじゃないと思うので、運動会に限らず、やっぱり学校側

から出てもらいやすくなる仕組みを考えていただけたらありがたいかなと思っています。 

  以上になります。 

○管理者（菅谷 昭君） よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

  それでは、今度は上條委員さん、お願いいたします。 

○教育委員（上條利春君） お願いします。 

  まず、藤田校長先生のすばらしい筑摩野中学校の実践の中で、子供たちの頑張りによって

地域住民の意識が変わり、大人の励みや刺激になるというようなことをおっしゃっていまし

たが、中学生が地域に飛び込んだんですよね。私も今清澤委員の言うように、やっぱり中学

生にもっと地域の中でその存在感を見せてほしいというのが願いです。 

  昨年度、朝日かるたというのをつくったんですよね。そして、美術の先生を通しながら、

美術部の方に頼んだら、10人ぐらいの子供たちが絵を描いてくれたんですよね。それから、

読み札もつくってくれた。中学生すごいなということを思いました。それから、先ほども出

たんですけれども、朝日村役場の竣工式のときの生徒の多さと、すばらしい合唱。私は中学

生の合唱が一番感動しましたね。 

  ただ、先ほども言ったように、なかなか中学生の存在がどういうところにあるのかわから

ない状況でもあります。例えば、防災訓練というのがありますよね。そういうところに中学

生が防災についての発表をするというような機会を設けてくれれば、中学生ってこんな力が

あるのか、こんなことを考えているのか、ということが地域の認識につながって、中学生に

ももっと場を与えてやろうというような形になると思うんですよね。例えば、鎖川の整備や

かたくりの里祭りへの参加という場もすごくいいと思うんですよね。さっき校長先生も言わ

れましたように、年間計画の中にそのような地域の行事を位置づけて子供たちの意識を盛り

上げてくれれば子供たちへの周知が可能かなというようなことを思うんですよね。やっぱり

中学生って学業もあり部活動もあるので忙しいと思うんですよ。地域に貢献するということ

は大事なことだと思うけれども、なかなか中学生も時間がとれないので、やっぱりそこら辺

のところを計画的に、地域の役員などと連携をとってくれればということを思うんですよね。 

  もう一つは、これは願いなんですけれども、地域の歴史や文化にも中学生に関心を持って

いただいて、そういう地域の会に参加して、その知識を生かして、または自分で調べて、各

地区そのものを知らない方のところで中学生が紹介してくれるような場があったら、本当に

中学生が地域の中に受け入れられて、中学生の存在がすごく大きくなるんじゃないかなと思

います。 



  先ほども言ったように今現在はやはり中学生の影が薄い。例えば、運動会への参加もなか

なかない。中学生がもうこれで全てというような感じもあるのでね、ぜひもう一度中学生の

存在感を地域に知らしめて、しかるべき活躍をしてほしいな。これが、将来の朝日村の子育

て、または高齢者地域の助けにもなるし、支えにもなると思うんですよね。ぜひ、そんな力

を中学生に担ってもらえばうれしいなと思いまして、期待を込めて述べさせていただきまし

た。よろしくお願いします。 

○管理者（菅谷 昭君） ありがとうございました。 

  では、次に百瀬委員さん、お願いいたします。 

○教育長職務代理者（百瀬司郎君） お願いします。 

  私、今の若い世代の方々に期待している１人なんですけれども、とかく今の若い者はとい

う言葉が出てくるんですが、私は今の若者は本当にいいんじゃないかと思っているんですよ

ね。以前は日本の若い世代に見られた控え目とか、あるいは自己表現を余りしないほうが美

徳だとか、そういうような雰囲気でしたが、今だんだんとそれがとれて、自らの考えを主張

するような子供たちが多く育ってきているということで、大変私は期待しているところであ

ります。 

  今、鉢盛中学校の実践を発表してもらったんですが、やっぱり学校の中に地域の人が入っ

てきていただくという実践は多いんですけれども、子供たちが地域に出ていくという実践は

なかなか授業時間が足りないとかいろいろな理由で制約が出てきます。そういった意味で、

鉢盛中のこの実践というのは非常に意味があるなということを思います。 

  先ほど筑摩野中学校の実践も発表されたんですが、私は実は筑摩野中学校の出なんですけ

れども、藤田先生のいた頃に、私も町会の役員で防災の部長をしていたときに一緒に関わら

せてもらいました。このときに、やっぱり筑摩野中の子供たちが、地域に全員が振り分けら

れて帰ってきて、地域の公民館で防災訓練を大人の人と一緒にやるということを何年もやっ

てきて、地域の方からも最初は、中学校は子供たちを俺たちにみんな丸投げするのかという

ような言葉も出てきたんですが、何年もやっていくうちにそういう言葉がなくなってきまし

た。地域の人たちがどうやって活動をすれば子供たちが出てきてくれるかというようなこと

をだんだん考え始めてきたというのがこの活動なんですね。そうすると、子供たちが町会ご

とのメニューで、簡易タンカーや簡易ベッドを協力してつくるとか、消防団と消火訓練を一

緒にやるとか、防災に向けたいろいろな活動が全地区で行われました。これは本当にすばら

しいことだなというふうに私は思いました。 

  ある中学校の例なんですけれども、ある中学校はとても荒れていたわけであります。それ

が、生徒会がきっかけになって地域へボランティアに出ていこうという動きがあって、その

活動をすることによって子供たちを見る地域の目が変わってきた。そして、生徒たちに達成

感と自己肯定感が生まれて、自分たちに自信が持てるようになってきたという事例があるわ

けであります。その学校は今とても落ち着いていい学校になっているんですが、生徒がやっ



ぱり地域に出て地域の大人と会話し、一緒に物をつくり、一緒に汗を流し、また教えてもら

うというつながりこそが中学生が自分を認めてもらえたという感情につながっていくんじゃ

ないかなと思うわけです。 

  中学生というのは、それまで多分小学校からずっとつながってきて、一人前というふうに

見られない、見られる体験がない世代だと思うんですよね。親や親族に認められるというこ

とはあるかもしれないけれども、他の大人から認められるという体験はなかなか少ない。そ

ういう意味で、大人の中で生きる自分を自覚していく体験、これをやはり大事にしたいなと

私は思うんです。私の育った40年、50年前の時代というのは、割とそういうことは当たり前

に社会の中にあったんですよね。ですから、子供たちは地域の至るところに進出していて、

さまざまな大人と接触して、時には怒られたり、あるいは褒められたり、そういった体験と

いうのはとても大きな成長の節になっていくんじゃないかと私は思います。 

  今、核家族化して、そういった体験も少ないので、家族の粋を超えられないという子供た

ちがやっぱり多いと思うんですよね。全ての価値判断の中心は父親であり、母親になってき

てしまう。そういったところが、やはり子供たちを大きく成長させる機会というものを失わ

せているという感じもする。そういう意味で、社会の中で子供たちが認められるという場を

どう提供していくかということが私は大事なんだなということですね。そういった中で、ま

んざらでもない自分に出会っていくことがやはり中学生には大事だと思います。 

  そういった意味で、先ほど少し出ていましたが、これから中学生が社会の中に入っていく

機会をどうつくるかということですけれども、やはり職業体験は昔は１週間やっていたのが

だんだんどこの中学校も２日ぐらいしか時間とれないというような現状になっていますので、

できればこういう機会を夏休み等を利用して、例えば農業体験をするとか、あるいは中学生

を交えた地域防災訓練を行うとか、やはり地域に触れる機会を中学生にはぜひ持ってもらい

たいなと思っています。朝日村も美術館があったり、あるいは山城があったり、そういう見

学会に中学生出てくれたら絶対おもしろいと思います。中学生を地域に帰して、そして地域

の中で生かしていく。中学生の顔が見えるような活動の場をつくっていくということが大事

かな。そういった意味で、ＣＳはちもりには大変期待するものでございます。 

  以上です。 

○管理者（菅谷 昭君） ありがとうございました。 

  この後、また校長先生にはお聞きしたいと思いますが、次に赤羽教育長お願いします。 

○教育長（赤羽郁夫君） 今お聞きして、中学生への期待というのが各地域でも非常に大きい

んだなということを改めて感じました。私はやっぱり地域における子供時代の出口が中学校

段階だろうなというふうに思います。高校へ行ってしまえばもう地域との絆というのが大分

薄くなってきます。それだけに、子供時代の出口の最後の段階をどう過ごすかということは、

やっぱり子供たちや地域の将来にとっても非常に大事になるんではないかなというふうに思

っています。 



  鉢盛中学校はいわゆる組合立ですので、行政区も違う１市２村の小学校が集まって１つの

中学校になっているという特徴があるものですから、この特徴をやっぱりその独自性と共通

性というのをきちっと踏まえて運営して、それぞれよさを発揮していくということが大事だ

なということを思っています。今、３地区の小学校の話をしましたけれども、やはりその地

区の小学校を経験して中学校へ来るものですから、その小学校時代をまたどう過ごしたかと

いうこともすごく大事になるというふうに思います。どの地区でも今お話があったように、

最終的にはふるさとを愛する子供を育成していると思うんですね。それをまたどういうとこ

ろに力を入れてやっているかというと、きっと学校ボランティアなんかを中心にして地域の

自然とか文化だとか、それから人との交流というようなことを主にやっていると思うんです。

それがどう中学校へつながっていくかということもきちっと捉えていくということも大事か

な。その辺は、またぜひ統括コーディネーターにも３小学校とか３地域のニーズですとかし

っかり把握していただくことも大事かなと思っています。 

  中学生になったら、急に地域に出てこいと言っても、やはり先ほどもお話があったように、

小学校時代に地域のことにしっかり関わって地域の人たちからいいことをやっているね、楽

しそうだね、また来てね、とか言ってもらえるような体験の積み重ねが、中学生になって背

中を押されたときに、出てみるかとか、やっぱりああいう体験をまたもう一回自分で経験し

直したいなというような思いにかられるんじゃないかと思います。まずはそういう１市２村

の小学校段階の育ちの基盤をしっかりつくって、その上に鉢盛が乗っかって、子供時代の出

口をつくっていくということが大事かなということを思いました。 

  この間の月曜日に松本市では市政懇談会というのがありまして、今井地区で消防団員の確

保についてという話題が出たんですよ。この提案理由を少し読んでみます。全市的に消防団

を確保するのに苦慮する中、今井地区においては定員を上回る団員を確保できている。これ

により、若い世代の人たちもいずれ入団し、活動していくという意識を持っている。当地区

においても少子・高齢化は加速度的に進み、人口は減少している。消防団適齢期の人たちが

多いわけではない。このような中にあって、現状について考えてみると、住民のつながりに

行き着く。今井地区では、地元の神社の祭典の運営は、20代を中心とした青年が担っている。

ここでは、同年代ばかりでなく、上下10歳以上の世代の人たちが短期間ではあるが、深いつ

き合いをしてつながりができている。このつながりから、消防団という場でまた同じ目的に

向かって活動することができる。そのようなことが提案理由で書かれているんですね。 

  私は、やっぱり中学校時代というのは、そういう意味においては強いつながりをつくる１

つの核になる時代で、それが薄れても、また地域のお祭りみたいな場があると、もう一回そ

れが固まってくるというものであるんじゃないかなと思っています。その小・中の連続性と

中学校時代というものの大切さを今皆さんのお話を聞いて改めて感じたところです。 

  以上です。 

○管理者（菅谷 昭君） ありがとうございました。 



  今それぞれの委員さんからご意見いただきましたけれども、これを聞いて先生、いかがで

すか。 

  どうぞ。 

○学校長（藤田克彦君） １つは、やはり願いや思いは一緒だなということを改めて感じまし

た。やっぱりそういう部分をもう一度しっかり確認し合って、何ができるかということを一

つ一つ具体化、具現化していくということがまだできそうだ思いました。 

  それで、上條委員さんからもあったんですけれども、やはりいろいろなところで関わって

いただいている立場の人がいるんだけれども、やっぱりそのときに共有、周知し切れないで

いるのももったいない部分もあるなということを感じました。今動き出したことを１つでも

２つでも具体化していくことと、学校は何を大事にしていくかということを共有しながら、

スリム化できるところはスリム化しながらその体制と環境を整えることも結果として大事な

学校の出来事だということを改めて感じておるところです。 

  あともう一点は、防災のことがあったんですけれども、やっぱり地域において中学生は役

に立ちそうだし、当てにされることはあると思うんです。それを地域から直接伝えていただ

く機会、それが結果として、地域の人と子供たちが何回もつながる中でより太くなっていっ

て、そして地域の中で中学生の顔が見えたり、直接声がけをしたりという関係がつくれてい

くんだと思いました。その中で、地域と若者が結びついていくかなということを感じました。 

○管理者（菅谷 昭君） ありがとうございました。 

  市岡さん、先ほど赤羽さん言われていますけれども、聞いてみて何かあったらどうぞ。 

○コミュニティスクール統括コーディネーター（市岡章子君） やはり、地域の方の思いとい

うのは本当にいろいろ聞いておりますし、それに向けて中学生が外に出ていく活動というの

を少しでもできたらいいと思っています。この間も地域コーディネーター会でもお話をお聞

きしたんですが、やっぱり中学生がいきなり例えば地域行事の運営委員会のスタッフをやる

といったときに、夜の会議に出てほしいというふうに言われたんですけれども、やはり大人

の中に急に中学生が出ていってできるかというと、ちょっと難しい部分もあるということで、

受け入れる側の体制づくりもしていかなければいけないというような話も出ておりました。

ただ段取りや準備も必要だし、中学生にとって達成感がないと続いていかない場合もあるん

じゃないかという意見もあったので、そういったところを地域コーディネーターや地域の委

員さんからの意見を聞いて、少しずつ学校と地域をつなげて、中学生が外に出ていける活動

ができるようにしていきたいと感じたので、打ち合わせ等を重ねながら進めていきたいとい

うのを改めて感じました。 

○管理者（菅谷 昭君） ありがとうございました。 

  今日の会議は、結論を出す場ではないものですから、それぞれのご意見を出してもらって、

そこからまた学校、あるいは地域に考えていただけたらと思います。 

  昔だったら若者って地域へ出たり遊んだりしていたわけですので、実学として自然に学ん



でいくかなと思うんですけれども、従来、地域と学校と家庭で子供を育成するというのは、

実は地域づくりなんですよ。地域づくりと若者の育成なんです。地域で若者の育成じゃない

んですよ。地域づくりというものが入っていますから、この辺は学校でどう考えているんで

すか。 

○学校長（藤田克彦君） 中学生が地域づくりをしていく、または地域の担い手になるために

は、やっぱりその場に行ったりやったりしないことにはできないと思います。放っておいて

もそれはできないことなので、こういう機会を地域とともにつくり出して、一緒に中学生を

育てていきたいと強く思っています。 

○管理者（菅谷 昭君） 育てていく、それは地域にお願いしていくということですか。 

○学校長（藤田克彦君） 一緒にです。一緒に、地域の中で活動することで、子供たちが学校

ではできない体験ができるかなと思います。 

○管理者（菅谷 昭君） 僕は、学校は座学で、実学、実習は地域でやってもらうというふう

に考えたほうがわかりやすいのかなと思ったんです。ボランティア活動は、地域づくりとは

ちょっと違うんだろうと僕は思います。でも、やっぱり地域に子供が入って、地域づくりに

参画するのが一番理想なんですけれども、なかなかうまくいかないよなと思ったときに、今

回このコミュニティスクールが広がっていくといいなと思っております。ただやっぱり今お

聞きすると、学校側としても時間的な配慮ができるのかどうかとか、中学生はなかなか参加

できないというふうになってくると難しいところだなと思いました。先ほどのお話にありま

したように、文化とか歴史とか風俗とか各地域のいろいろな伝統がありますので、そういう

のを学んでほしいというのは皆さんおっしゃいますけれども、まさに松本もそのとおりだと

思います。そういうときに、どうやって子供たちがそこにスムーズに参加できるかというの

は課題の一つで、子供は少ないし、しかもスマホばかりやっていて、スマホを見るなら自分

の町を見ようとか、何かそういうスローガンを何かつくって、子供を引き出せるようなこと

をしないと、なかなか出てこなくなっている。委員さんたちからは、何とかして中学生にも

地域の文化を知ってほしい、演劇をつくって自分たちの歴史を演じてほしい、というような

お話がありましたが、僕はスマホより地域を見てほしいなと思っています。でも、時間があ

れば家にいたほうが、外に出るよりずっと楽だし、そうじゃないんだよということを教えて

いくこともやっぱり必要なのかなと思ったけれども、僕が間違っているかもしれません。ど

うですかね、先生方は。 

○教育委員（上條利春君） さっき赤羽先生がね、地域の小学校がどういう体験をして、それ

がどうつながっていくかというようなことを言われましたが、まさにその通りだと思いまし

た。さっき言った老人福祉施設、かたくりというのがあるんですが、そこは保育園や小学校

とも交流していて、また我々はわくわく館もやっているんですよね。中学生が交流している

かどうかはわからないですが、そういう場面にいると、例えば福祉の場面で地域にどういう

問題があるのか、または老人の方にどういう手当てをすれば喜んでもらえるのかなというよ



うなことがわかってくるんだと思うんですよね。そうすると、地域に対してももっと興味が

湧いて、私が遊んだあのお年寄りはどう生活しているかなというようなのが意識として中に

入ってきて、それが地域づくりにもつながっていくのかな。 

  だから、地域が中学生の活躍している場を見て、そしてまた中学生も、自分もできるんだ

というふうな自信を持ってまた地域に出ていく。その相互作用が将来的には地域づくりにも

つながるのかなと思っています。 

○管理者（菅谷 昭君） 根橋委員さん、ここにも中学生の参加が少ないって書いてあります

が、どうしたらいいと思いますか。 

○教育委員（根橋範男君） 先ほどもちょっと話したんですが、地域の呼びかけが抽象的過ぎ

るのかなと思います。 

○管理者（菅谷 昭君） 具体化させて参加させるということですね。 

○教育委員（根橋範男君） ええ。それと、やっぱり、さっき赤羽さんもおっしゃっていまし

たけれども、小学校段階とかもう少し幼少期から、いろいろな体験をできる場をつくってお

くと、中学生になったときに、一緒に参加して何か手伝ってねというときに割と出てこれる

と思いますし、それから、先ほど藤田校長先生の発表の中にもありましたが、中学生の活躍

する姿を見て、その子どもひろばに参加した小学生が、僕も中学生になったらまたここに参

加したいと言っていたらしいです。そうすると、その体験の場にいないと実体験として見え

てこない部分があるものですから、文化とか地域の歴史も含めて、経験する場を、思い出を

つくれる場をつくるということを仕掛けの中に組み込んでいくということも必要なのかな。

中学生期ではなくて、小学生期の段階から積み重ねていって参加の機会を増やして、中学生

にも参加したいという気持ちにさせていくことなのかなと思います。 

○管理者（菅谷 昭君） 清澤委員さん、どうですかね、いろいろな話を聞きながら。 

○教育委員（清澤あゆみ君） 鉢盛中学校の生徒を見ていると、地域の人と割と関われている

んではないかなと思っています。挨拶もしてくれますし、そういう意味ではいいかなと思う

んですけれども、やっぱり中学生って１人で行けとか、１人で何かしてってなかなか難しい

年代で、友達が行くから行く、友達が参加するから行くというもので、一方、何かのきっか

けで友達が行かなくなったりすると、やっぱり自分も行かないとかということが多々ある年

代なので、１人だけではなく、大勢巻き込んで一緒に参加できるというふうにすると比較的、

参加者も来てくれるかなと考えています。お互いに話をして決めて計画するという力は、鉢

盛中の生徒には割とあるんじゃないかなと見ている部分があるので、いざとなったらそうい

うときにはぐっと力を発揮してやってくれるんじゃないかなって期待しています。 

○管理者（菅谷 昭君） 小学校のときは１人でもいいけど、中学になったら恥ずかしさもあ

りますし。 

  藤田さん、その辺はどうですか。 

○学校長（藤田克彦君） 女の子は１人でもいいんですが、男の子のほうが今言った傾向は強



いですね。今回のボランティアを見ても、１人でも手を挙げるのは女の子。ところが、男の

子は仲のいい友達と一緒にやろうという感じの傾向があるかなと感じています。 

○管理者（菅谷 昭君） 男のほうが純情だということですかね。 

○教育委員（上條利春君） それは、大人でもそうで、男は単独行動じゃなくて、何か誘って

やらないと行かないという傾向はありますね。 

○管理者（菅谷 昭君） どうぞ、先生。 

○教育長職務代理者（百瀬司郎君） 中学生は忙しいですよね。毎日が部活に追われちゃうか

ら。そうすると中学校と地域が協力して、中学生が参加しやすい日を決めて、この日は中学

校の活動の日、この日は地域に帰す日とかいうような物理的につくってやらないと、なかな

か行きたくても行けないんじゃないかなと思います。そういうときに、例えば朝日村だった

ら、この日は武井城を見学する日だから中学生を参加させてみようとか、お祭りのときは企

画に参加させてみようとか、そういうポイントを決めて、それぞれの地区の行事に中学生が

先頭に立って動けるような場をつくって、それで、そういう中で人と人とのつながりをつく

ってやるということが、将来地域に愛着を持つというようなことにつながっていくんじゃな

いかと思うんですよね。 

○管理者（菅谷 昭君） 赤羽先生、部活動の忙しさについての話題も出ていますけれども、

百瀬委員さんの今のお話のように、この日はこういうふうにやろう、部活動はこの日は何と

かしよう、こういう体制づくりということは松本としてはどうですか。 

○教育長（赤羽郁夫君） 大事だと思います。私の地区の話をしますと、中学２年生が子ども

相撲というのをやっているんですね。出場するのは小学生以下で、采配するのは中学２年生

と決まっているんですよ。いわゆる親方、子供時代の一番延長が中学２年で、もう中３にな

ると大人になっちゃうものですから、そういうふうに決まっているんですよ。８月最初の日

曜日、中学２年生が毎年親方でやっていたんですけれども、部活なんかで忙しいというよう

なことで、今年から８月14日のお盆に時期を変えて、中学２年生が参加しやすい体制をつく

りました。 

  それと、お祭りも９月にやって、我々の年代はみんな足痛い、腰痛いといって長持ちを担

げなくなってきているので、やっぱり中高生をターゲットにしないといけないということで、

中３でもう部活を引退した子たちが、小学校のときにずっとやってきた子たちに声をかけた

ら、今年は中学生のお子さんが何人も出てきてくれました。それで子供の長持ちはもういい

から大人のやつも担げと言って大人のやつを担がせたりしたんですが、そこで活躍してくれ

るんですね。それならということで、慰労会にも彼らを呼ぼうということで、焼き肉食べ放

題もやったんですが、中学生と高校生がそこへ出てきて、まあよく食べること。また来年も

頼むぞと言うと、わかりましたと言ってね。そういう大人との交流が楽しい思い出になり出

やすい状況をつくっていくと思います。それも、やっぱり小学生時代からの延長線上にある

し、６月の市中あたりで早く負けてしまって、少し行きどころのない中学３年生を受験まで



つなぐような段階でいい体験をして高校に行くというものあると、１、２年生の頃は部活で

大変だからなかなか出られないけれども、３年生になって地域で頑張るよというふうな機会

をつくっていくということも大事なのかなと思います。 

○管理者（菅谷 昭君） 中学生に呼びかけというんだけれども、その場合は町会が呼びかけ

たんですか。 

○教育長（赤羽郁夫君） ええ。 

○教育委員（上條利春君） それは、やっぱり伝統として、中学生を地域で活かそうという発

想があるということがすばらしい。それが続いたんですよね。私たちの地区にはそれが何も

ないんですね。だから、新たにそういう場をつくらなければいけないという段階です。 

○教育委員（根橋範男君） 小学生はお祭りに参加したんですよね。 

○教育委員（上條利春君） 参加はしましたね。踊りとかね。 

○教育委員（根橋範男君） 山県村も地域の子どもが神輿担いでいますけれども、中学生はそ

んなことできません。 

○教育長（赤羽郁夫君） 朝日村では、夏祭りみたいものはやっているんですか。 

○教育委員（上條利春君） 各地区でやっています。 

○教育長職務代理者（百瀬司郎君） 村もあるね。でも中学生の出る番がない状況です。 

○教育長（赤羽郁夫君） 私も山の中の中学校にいるときに、その地域全体の祭りの運営や進

行を中学生に任せてもらいたいということで、それをずっとやっているということがあるん

ですけれども、やはり中学生は活躍しますね。地域の役員や役場の人たちだけでやるよりも、

何か柔軟な発想でね、おもしろかったですね。 

○教育委員（上條利春君） 場を与えれば多分やるよね。 

○管理者（菅谷 昭君） ぜひ場を与えてください。もう時間なのでそろそろ切りますけれど

も、鉢盛中はモデル的に非常にうまくいっているということですから、評価も高いわけです

けれども、まだ途上にある状況ですよね。今日のご意見を聞いていただきながら、こうした

らどうかということをぜひまた学校でもやっていただいて、特に教員の皆さんは大変だけれ

ども、ここにいいモデルをつくっていただきたいと思います。そして、赤羽先生もおっしゃ

っていましたけれども、１市２村でやっていますから、地域性もあって大変難しいと思うん

だけれども、そこの共通の事項と独自性をうまくミックスしながらやっていったら、松本の

35地区の中でも、鉢盛のモデルを参考にしていこうということになると思います。ぜひ鉢盛

中がこの先陣を切って、校長先生は前任校の経験もおありですし、こうあるべきと決めない

で、それぞれの学校の特色を持ってやってもらうといいのかなと思います。委員さんは各地

域でも対応されていますから、その辺をぜひお願いできればと思っております。よろしくお

願いします。 

  何か最後にございましたら、どうぞ。 

  根橋委員さんから。 



○教育委員（根橋範男君） また演劇でお願いします。 

○管理者（菅谷 昭君） 清澤委員さん。 

○教育委員（清澤あゆみ君） 先ほど中３の話があったんですけれども、本当に日々私も葛藤

なんですけれども、うちの子は、勉強しなければいけないのはわかっているけれども、勉強

したくないというのがあからさまでして。エネルギーはあり余っていると思うので、ぜひ部

活動を引退後の中学３年生をうまいこと使ってやっていけたらいいんじゃないかなと思いま

す。中学生もいろいろやらなければいけないものがあるほうが集中できると思うんですよね。

時間があると、時間の使い方が難しいので。そういうのを与えてもらったほうが私はいいか

なと思います。お願いします。 

○管理者（菅谷 昭君） はい。 

○教育委員（上條利春君） やっぱりスマホとかじゃなくて、地域での楽しさをもっと追求し

てやるような生徒になってほしいと思います。 

○教育長職務代理者（百瀬司郎君） 新しい学習指導要領で、新しい分野として防災教育とい

うものがありますので、子供たちがちゃんと防災に視点を向けた地域のあり方というのを、

やっぱりこれから考えていかなければいけないかなと思います。そういう意味で、中学生も

一緒になって地域を考える。そういうことが主体になると思います。 

○管理者（菅谷 昭君） 防災のことで、日本のある村なんかは、昼間は若い人たちがみんな

出てしまうものだから、村の中学生が消防隊をつくったりしてやってくれるそうです。今後

の防災はそういうことだってやっていかないといけない時代になってきているような気がす

るものです。 

  最後に、赤羽先生。 

○教育長（赤羽郁夫君） ありがとうございました。今日は、地域づくりと若者の育成という

ことで、コミュニティスクールを核にしてお話し合いをいただきましたけれども、私はやっ

ぱりコミュニティスクールというのは学校だけで完結するものではなくて、将来的にはやは

り地域づくりというところをみんなで目指していって、まさに学校と地域が双方向でそれぞ

れがよくなっていくことが大事だろうなと思います。ただ学校だけのためではないというこ

ともみんなで視野に入れながらこれからも進めていけたらと思います。 

  また、定例教育委員会等の機会でいろいろな情報を教えていただけたらと思います。どう

もありがとうございました。 

○管理者（菅谷 昭君） それでは、予定していた時間になりましたので、それぞれ委員さん

から忌憚のないご意見、また学校側としまして藤田校長先生、市岡コーディネーター、あり

がとうございました。 

  本日の内容につきましては、事務局で議事録を作成して速やかに公表していきたいと思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、事務局に進行をお願いします。 



○事務局次長（小林伸一君） どうもありがとうございました。 

  本日の結果につきましては、今管理者が申し上げたとおり議事録を公表するとともに、２

月４日の２月定例会においても議員の皆さんに報告をしていく予定としておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

───────────────────────────────────────── 

◎閉会の宣告 

○事務局次長（小林伸一君） それでは、以上をもちまして令和元年度第１回松本市・山形

村・朝日村中学校組合総合教育会議を閉じます。ありがとうございました。 

 

会議録調整職員 松本市・山形村・朝日村中学校組合 主事 深澤 亮平 


